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公
共
施
設
へ
の
自
動
販
売

機
設
置
事
業
者
を
募
集

◎ 
内
容
＝
市
有
財
産
の
有
効
活
用
や

財
源
確
保
の
た
め
、
一
部
の
公
共

施
設
に
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る

事
業
者
の
募
集

◎
入
札
日
時
及
び
場
所

○ 

日
時
＝
３
月
３
日（
金
）　

10
時
〜

○ 

場
所
＝
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議

室
◎ 

申
込
方
法
＝
自
動
販
売
機
設
置
事

業
者
に
係
る
入
札
説
明
書
の
記
載

事
項
を
承
諾
の
う
え
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
、
直
接
持
参
又
は
郵

送
※ 

入
札
説
明
書
及
び
入
札
参
加
申
込

書
等
は
市
財
政
課
財
産
活
用
推
進

室
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎ 

申
込
期
間
＝
２
月
13
日
（
月
）
〜

28
日
（
火
）

問 

市
財
政
課
財
産
活
用
推
進
室
（
５

階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
５
３

※ 

体
力
の
自
信
の
有
無
は
、
グ
ル
ー

プ
編
成
の
参
考
情
報
と
し
て
使
用

◎
応
募
期
限
＝
３
月
４
日
（
土
）

※
消
印
有
効

問
鹿
屋
市
観
光
協
会

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
６
４

　

鹿
屋
市
西
原
３ｰ

11ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

７
０
１
０

　

℻
０
９
９
４ｰ

41ｰ

６
０
０
０

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
重
大
な
緊
急
情
報
を
市

民
に
即
時
に
伝
え
る
た
め
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
や
大
津
波
警

報
、
震
度
５
弱
以
上
の
緊
急
地
震
速

報
な
ど
が
国
か
ら
発
令
さ
れ
た
場
合
、

各
家
庭
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

「
第
５
回
高
隈
登
山
山
開

き
」の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
高
隈
山
の
魅
力
に
触
れ
る
、

初
心
者
向
け
の
ハ
イ
キ
ン
グ

◎ 

日
時
＝
３
月
26
日
（
日
）　

10
時

〜
15
時

◎ 

集
合
場
所
＝
大
隅
青
少
年
自
然
の

家
太
陽
の
家
駐
車
場

※ 

８
時
40
分
集
合
、
テ
レ
ビ
塔
下
登

山
口
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行

◎ 

対
象
者
＝
小
学
生
以
上
の
健
康
な

人
※ 

小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
、
そ

れ
以
外
の
未
成
年
者
は
保
護
者
の

同
意
書
が
必
要

◎
定
員
＝
60
人

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

応
募
者
全
員
に
郵
便
で
通
知

◎
参
加
料
＝
無
料

※ 

別
途
、
１
食
５
０
０
円
で
弁
当
の

注
文
可
能

◎ 

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
弁

当
の
注
文
個
数
（
注
文
す
る
人
の

み
）・
体
力
に
自
信
が
有
る
か
無

い
か
を
記
入
の
う
え
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w
w
w
.kanoyashi-

kankokyokai.jp/

）
の
応
募
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

※ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
の
応
募
の
件
名
は
「
山
開
き 

高
隈
登
山
係
」
と
す
る
こ
と

機
や
市
内
88
か
所
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
自

動
的
に
起
動
し
、
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
作
動
す

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
試
験
放
送

を
行
う
予
定
で
す
。
試
験
放
送
の
際

は
、
戸
別
受
信
機
な
ど
の
電
源
を

切
っ
て
い
て
も
自
動
的
に
作
動
し
、

最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎ 

試
験
放
送
日
時
＝
２
月
21
日（
火
）

　

11
時

◎ 

試
験
放
送
内
容
＝
「（
チ
ャ
イ
ム
）

こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
、
こ
れ
は
テ

ス
ト
で
す
、
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す

（
チ
ャ
イ
ム
）」

問
市
安
全
安
心
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い

ま
し
ょ
う

　

地
震
災
害
で
最
も
怖
い
の
は
、
住

宅
倒
壊
に
よ
る
被
害
で
す
。
平
成
７

年
に
起
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

多
く
の
人
が
住
宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ

り
亡
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
現
在
の

耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
昭
和
56
年

５
月
以
前
の
住
宅
に
被
害
が
集
中
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
大
地
震
に
備
え
て
、
建
設

時
期
が
古
い
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
専
門
家
に
建
物
の
耐
震
診
断
を

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
住
宅
は
、
専
門
家
に
診
断
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う

○ 

水
回
り
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す

る
際
に
は
、
地
震
対
策
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○ 

悪
質
な
点
検
商
法
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

問
市
建
築
住
宅
課
（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
９

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化

月
間
」で
す

　

例
年
、
月
別
自
殺
者
数
の
最
も
多

い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
、
重
点
的
に
広
報
・
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
１
年
間
に
約
２
万
４
，

０
０
０
人
、
県
内
で
約
３
５
０
人
、

大
隅
地
域
（
曽
於
・
肝
属
）
で
は
約

40
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

大
隅
地
域
は
県
内
で
も
自
殺
率
の
高

い
地
域
で
す
。

　

大
隅
地
域
で
は
、
う
つ
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
一
般

診
療
科
の
か
か
り
つ
け
医
か
ら
精
神

科
医
へ
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
‐

Ｐ
ネ
ッ
ト
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
う
つ
病
に
は
、
精
神
科
以
外

の
か
か
り
つ
け
医
で
治
療
が
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
２
週
間
以
上
不

眠
が
続
く
場
合
な
ど
に
は
、
う
つ
病

が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
自
身
や
家
族
の
不

調
に
気
付
い
た
ら
、
迷
わ
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

◎
相
談
窓
口

問 

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

問かのやイベント協議会　〒 893-0015　鹿屋市新川町 600   ☎ 0994-42-6690

エアーメモリアル in かのや 2017 体験搭乗者を募集エアーメモリアル in かのや 2017 体験搭乗者を募集

◎抽選結果＝３月下旬から４月上旬にかけて返
信用封筒で通知

注意事項
○小学生の場合、応募用紙の申込欄には保護者
及び子どもの２人分を記入してください。子
どもだけの応募は無効となります。

○応募用紙への記入漏れや誤りは無効となります。
○妊娠中や健康に不安のある人、介添者が必要
な人及び車椅子の人は応募をご遠慮ください。

○基地内へのペットの同伴はできません。（盲導
犬・聴導犬・介助犬を除く）

○当選者には返信用封筒に「搭乗申請書」も同封
します。すべての欄を記入して当日持参して
ください。

○天候不良、その他の理由により中止する場合
があります。

◎日時＝４月29日（土）　12:30 ～ 15:30
◎場所＝海上自衛隊鹿屋航空基地
◎搭乗機種及び搭乗人員

○P-3C（哨戒機）＝140人（予定）
○TH-135（教育用ヘリコプター）＝50人（予定）
◎搭乗資格
　小学４年生から75歳までで健康状態に問題の無い
人（年齢は平成29年４月29日時点）
※小学生は保護者（１人）の同伴が必要
◎応募方法
　応募用紙に必要事項を記入し、82円切手を貼った返
信用定形封筒を定形封筒に同封し、直接持参又は郵
送
※応募用紙はかのやイベント協議会で直接受け取る
か、エアーメモリアルinかのやホームページ（http://
www.air-memo.com）又は市ホームページからダウ
ンロード可能
※応募は１人１機種
※ 基地内への車両乗り入れを希望する人は「基地内駐
車場申込み書」も同封（乗り入れ車両は対人対物・無
制限の任意保険への加入が必要）
◎応募期限＝３月17日（金）　※必着

返信用封筒の記入方法

（定形封筒）

　応募者の郵便番号・住所

　応募者氏名

　　
※82円切手を必ず貼ってください

82円
切手

▲ P-3C

▲ TH-135

応募封筒の記入方法

（定形封筒）

　　　鹿屋市新川町 600
　　　鹿屋商工会議所内

かのやイベント協議会 　行

「体験搭乗申込用紙等在中」
↑朱書きしてください

8 9 3 0 0 1 5
切手

お
知
ら
せ

ピック
アップ

機　関 電話番号
市保健相談センター ☎ 0994-41-2110

鹿屋保健所
（健康づくり） ☎ 0994-52-2105
（精神保健福祉） ☎ 0994-52-2124

県精神保健福祉センター ☎ 099-218-4755
県自殺予防情報センター ☎ 099-228-9558

こころの電話 ☎ 099-228-9566
☎ 099-228-9567

いのちの電話 ☎ 099-250-7000

ピック
アップ

▲ 山頂での安全祈願

▲ 左＝防災行政無線戸別受信機
    右＝緊急告知ＦＭラジオ
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